
 NEWS RELEASE 

第19回国土技術開発賞（主催：（一財）国土技術研究センター、（一財）沿岸技術研究センター、後援：国土交通

省）の表彰式が平成29年7月27日に東京国際フォーラムで行われ、あおみ建設株式会社の開発した「供用中の桟橋を効

率的に耐震補強する工法」が「優秀賞」に選ばれ、国土交通大臣表彰を受賞致しました。 

 

国土技術開発賞は、技術開発者に対する研究開発意欲の高揚並びに建設技術水準の向上を図ることを目的として、建設

産業に係わる優れた新技術を表彰するものです。  

 

2017 年 07 月 27 日 

Re-Pier工法が国土技術開発賞「優秀賞」を受賞 

関連リンク 

Re-Pier工法（工法紹介ページ）  

JICE 国土技術研究センター（第19回国土技術開発賞受賞一覧ページ） 

国土交通省（国土技術開発賞） 

プレス発表資料は２ページ目から掲載しています 

https://www.aomi.co.jp/tech/re-pier.html
https://www.jice.or.jp/review/awards/19th
http://www.mlit.go.jp/tec/tec_tk_000005.html


 

 
平成 29 年 7 月 27 日  

 
 

第 19 回国土技術開発賞（主催：（一財）国土技術研究センター、（一財）沿岸技術研

究センター、後援：国土交通省）の表彰式が平成 29 年 7 月 27 日に東京国際フォーラムで

行われ、あおみ建設株式会社（代表取締役社長：河邊知之）の開発した「供用中の桟橋を

効率的に耐震補強する工法」が「優秀賞」を受賞致しました。  

 

供用中の桟橋を効率的に耐震補強する工法  

（副題）部材長可変式の部材で耐震補強する Re-Pier 工法  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１９回国土技術開発賞の「優秀賞」を受賞 

「Re-Pier 工法」（リピア工法） 

格納式のストラット部材を使用して、供用中の桟橋を補修・補強し、耐震化・延命化・増深

化など、桟橋が新たな使命とともに生まれ変わる工法です。 

Pier：桟橋 Repair：補修 Reinforcement：補強 Re silient：強靭 

Retractable：格納式 Reborn：生まれ変わる  

受賞の写真  

賞 状  



 

【技術開発の背景】 

国土交通省は平成１８年に「耐震強

化岸壁緊急整備プログラム」を策定し、

整備を進めておりますが、限られた社

会資本整備予算の中で、既設構造物の

延命化や耐震補強へ対応しなければな

らない状況です。民間企業所有の専用

岸壁は、更新時期を迎えても代替施設

がないことが多いため、供用しながら

かつ低コストで延命したいというニー

ズがあります。  

このような状況に対応できる、低コストで、

さらに現在の物流機能を低下させることなく、

すなわち岸壁の供用への影響を極力抑えながら

補強できる工法が求められていました。  

【技術の概要】  

Re-Pier 工法は、既設桟橋の耐震補強や延命

化、増深化を目的に開発したもので、鋼管杭を

補剛部材で連結して桟橋全体を補強する工法で

す。補剛部材は径の異なる２本の鋼管を組合せて入れ子状に

することで、部材長が調整できる構造となっており、部材長

が最短となる格納状態で現場に搬入し、部材を伸長して既設

杭間への部材追設を行います。既設杭と接続する鞘管は、鋼

管を縦に２分割し、部材設置箇所においてフランジ接合で一

体化します。既設杭と鞘管の間および径の異なる鋼管と鋼管

の間にグラウトを充填し、補剛部材と既設構造物を剛結しま

す。従来は、上部工を撤去して杭頭から補剛部材を挿入して

いましたが、Re-Pier 工法では上部工を撤去せずに部材を追

設できるため、岸壁の供用への影響を極力抑えたうえで、低

コストでの施工および工程短縮を実現しました。  

【技術の特徴】  

・径の異なる２本の鋼管を組み合わせて入れ子状にすることで、部材長を大きく変化させ

ます。格納時は既設杭間の寸法より短くし、杭間

へ容易にはめ込むことができます。その後、部材

を伸長することで、既設杭と補剛部材を一体化し

ます。  

・補剛部材の追設のために上部工を撤去する必要が

ありません。このことにより、桟橋の供用への影

響を大幅に削減できるとともに、施工コストや工

程を大幅に削減することができます。  

・既設桟橋の杭間に施工誤差によるばらつきがあっ

ても、部材長を調整できることから、補剛部材は

同一寸法で工場製作（部材のユニット化）するこ

とができます。  

 

図-1 桟橋補強概念図  

写真-1 補剛部材（ストラット部材）  
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図-2 部材長調整の仕組み  

図-3 杭間の変動への対応  
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・専用鋼製フローターを活用することで、補剛部材

が水中で中性浮力状態になるため、施工は潜水士

による人力で行うことができます。作業用船舶が

不要で、施工時に桟橋前面水域を占有する必要が

ありません。 

【新開発の周辺技術】 

・シール材  
ストラット部材の長さを決めて剛結するため

に、鋼管と鋼管の間にモルタルを充填します。

充填箇所の妻型枠として使用するシール材は、

充填による内圧で密着性を確保する構造となっ

ていますが、2 重管部を伸長する際にシール材

にシワが発生すると、シール性能が低下する恐

れがありました。そこで、形状や材質を工夫し、

シワが発生せず密着性を確保できるシール材を

新規開発しました。  
これにより、止水性を確保しつつ水中でのス

トラット部材の長さ調整が容易となり、部材設

置のサイクルタイムが向上しました。  
 
・専用フローター  

水中で補剛部材を安定化させ、設置作業の効率化を図るために、２種類の中性浮力

を確実に再現できる専用フローターを開発しました。  
まず、補剛部材にフローターを艤装して進水すると水中で中性浮力（浮きも沈みも

しない）状態となり、水中で部材設置する際の安定化と潜水士の人力による部材設置

作業の効率化を実現します。部材を吊り替えた後は、フローターの注水バルブを開け

てバラスト室を満水にして、フローター自身が中性浮力状態となるように調整します。 
このことにより、部材からフローターを取り外しても、フローターが急浮上するな

どの危険が発生しないので、潜水士の安全を確保できます。  
専用フローターを開発したことで、水中での安定した施工および作業の効率化（＝

水中作業の最小化）を実現しました  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【技術の効果】 

・部材設置に際し、桟橋上部工の撤去・復旧が不要となり、従来技術と比較して、コスト・

工程ともに大幅な削減を実現できます。 

・工程短縮とともに、大型作業機械や作業用船舶を使用する必要がないため、桟橋の供用

制限を極力抑えて施工することができます。 

・使用する補剛部材をユニット化し、工場製作することで、現場水中作業を大幅に削減し、

生産性の向上を実現しました。 

 

写真-2  専用フローター  

図-4 ２重管ラップ部の詳細  

図-5 専用フローターの浮力調整の仕組み  



 

【施工実績】 

 

                                         

【今後の展開】 

今後、供用 50 年以上の岸壁の割合は、平成 26 年で約 10％ですが、10 年後は約 35％、

20 年後は約 60％を占めるといわれています。インフラの長寿命化や既設構造物の耐震性

能向上対策として Re-Pier 工法を活用いただき、社会資本ストックの維持管理費用の抑制

とともに国土強靭化にも寄与していきたいと考えています。  

 

【特許、NETIS】 

特許 ４８６４７７４ 水域構造物の補強工法  

ＫＴＫ－１６００２２－Ａ Ｒｅ－Ｐｉｅｒ工法  

新開発のシール材とフローターは、特許出願中です。  

 

※国土技術開発賞の応募に当たり、本工法を採用いただいた宮城県仙台塩竈港湾事務所

様より実績を証明頂いております。  

 

工事名 発注者 施工 部材径 数量 備考 

西ふ頭桟橋他災害復旧（その１）工事 宮城県 H26 φ400，

500 

32 基 -6m 岸壁 

L=320m 西ふ頭桟橋他災害復旧（その２）工事 32 基 

中局第 2 号の 1(地)中島港港湾局部改良工事 愛媛県 H26 φ600，

700 

6 基 ﾌｪﾘｰ桟橋 

L=30m 中局第 2 号の 2(地)中島港港湾局部改良工事 6 基 

中局第 3 号の 3 他(地)中島港港湾局部改良工事 愛媛県 H27 5 基 

西ふ頭観光さん橋外災害復旧工事 宮城県 H29 φ400，

500 

4 基 -4.5m 岸壁 

L=22.3m 

＜本件に対するお問い合せ先＞  
あおみ建設株式会社土木本部技術開発部  
TEL.03-5439-1014 担当：吉原、榊原  


